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令和 3 年網走市議会第 4 回定例会 議案 



令和 3 年網走市議会第 4 回定例会 議案 

 

番号 議案番号 件                         名 

1 議案第1号 令和3年度網走市一般会計補正予算 

2 議案第2号 令和3年度網走市市有財産整備特別会計補正予算 

3 議案第3号 令和3年度網走市国民健康保険特別会計補正予算 

4 議案第4号 令和3年度網走市介護保険特別会計補正予算 

5 議案第5号 網走市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 

6 議案第6号 
網走市附属機関条例及び報酬職員給与条例の一部を改正する条例

制定について 

 



議案第 1 号 

 

令和 3 年度網走市一般会計補正予算 

 

 令和 3 年度網走市の一般会計補正予算（第 10 号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 1,108,775 千円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 26,611,715 千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（継続費） 

第２条 地方自治法第 212 条第 1 項の規定による継続費の経費の総額及

び年割額は、「第２表 継続費」による。 

（地方債の補正） 

第３条 地方債の追加及び変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 

 

  令和 3 年 12 月 7 日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 









第 ２ 表 　継 続 費

（単位：千円）

款 項 事　業　名 総　　額 年　　度 年　割　額

オホーツク流氷館
令和３年度 7,000

展 示 物 改修事業
令和４年度 113,000

商工費 観光費 120,000



第３表　地 方 債 補 正
（追加及び変更）

限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額
起 債 の 方 法
利 率
償 還 の 方 法

千円 ％ 千円

総 務 管 理 事 業 債 134,300 証 書 借 入 又 １０．０ 134,300 補正前に同じ

は 証 券 発 行 以内

児 童 福 祉 事 業 債 150,600 150,600

（借　入　先）

保 健 衛 生 事 業 債 364,900 364,900

財 政 融 資 資 金

環 境 衛 生 事 業 債 2,800 2,800

地 方 公 共 団 体

農 業 債 113,500 金 融 機 構 113,500

林 業 債 17,000 北 海 道 17,000

観 光 事 業 債 0 5,200

道 路 橋 梁 事 業 債 436,100 都 市 職 員 436,100

共 済 組 合

港 湾 事 業 債 85,500 85,500

地 方 職 員

河 川 整 備 事 業 債 200,000 共 済 組 合 200,000

公 営 住 宅 事 業 債 98,600 北 海 道 市 町 村 98,600

振 興 協 会

公 園 整 備 事 業 債 29,700 29,700

北 海 道 市 町 村

学 校 教 育 事 業 債 113,700 備 荒 資 金 組 合 113,700

社 会 教 育 事 業 債 147,000 そ の 他 147,000

銀行等引受資金

臨 時 財 政 対 策 債 600,940 600,940

退 職 手 当 債 150,000 150,000

借 換 債 100,000 100,000

特 別 減 収 対 策 債 60,000 60,000

公共土木災害復旧債 9,400 17,400

計 2,814,040 2,827,240

※今回補正は太字で表示。

起債の目的

補　　　　　正　　　　　前 補　　正　　後

（ただし、利
率見直し方式
で借入れる資
金について、
利率の見直し
を行った後に
おいては、当
該見直し後の
利率）

　４０年以内
（内据置２５
年以内）の元
利均等又は元
金均等償還。
ただし、市財
政の都合によ
り据置期間及
び償還期間を
短縮し、もし
くは繰上償還
又は低利に借
換えることが
できる。



議案第 2 号 

 

令和 3 年度網走市市有財産整備特別会計補正予算 

 

 令和 3 年度網走市の市有財産整備特別会計補正予算（第 1 号）は、次

に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ 1,804 千円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 83,167 千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

  令和 3 年 12 月 7 日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 





議案第 3 号 

 

令和 3 年度網走市国民健康保険特別会計補正予算 

 

 令和 3 年度網走市の国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）は、次

に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 24,353 千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 4,370,070 千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

  令和 3 年 12 月 7 日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 





議案第 4 号 

 

令和 3 年度網走市介護保険特別会計補正予算 

 

 令和 3 年度網走市の介護保険特別会計補正予算（第 2 号）は、次に定

めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ 2,960 千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 3,689,385 千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

  令和 3 年 12 月 7 日提出 

 

                                       網走市長  水 谷 洋 一 





議案第 5号 

 

 

   網走市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 

 

 

 網走市国民健康保険条例の一部を改正する条例を次のとおり定める。 

 

  令和 3年 12月 7日提出 

 

網走市長 水  谷  洋  一 

 
 
 

網走市国民健康保険条例の一部を改正する条例 
 

 網走市国民健康保険条例（平成15年条例第6号）の一部を次のように改正する。 

 

第8条中「404,000円」を「408,000円」に、「16,000円」を「30,000円」に改める。 

第14条の3中「第22条」の次に「及び第22条の3」を加え、同条第1号ウ中「第81条の2第4項」

を「第81条の2第5項」に、同号エ中「第81条の2第9項第2号」を「第81条の2第10項第2号」に改

め、同条第2号エ「第72条の3第1項」の次に「及び第72条の3の2第1項」を加える。 

第18条の6の2中「第22条」の次に「及び第22条の3」を、同条第2号イ中「第72条の3第1項」

の次に「及び第72条の3の2第1項」を加える。 

第22条の見出しを「（低所得者の保険料の減額）」に改める。 

第22条の2の次に次の1条を加える。 

（未就学児の被保険者均等割額の減額） 

第22条の3 当該年度において、その世帯に6歳に達する日以後の最初の3月31日以前である被保

険者（以下「未就学児」という。）がある場合における当該被保険者に係る当該年度分の基

礎賦課額の被保険者均等割額は、第18条又は第18条の5の基礎賦課額の被保険者均等割の保険

料額に、それぞれ、10分の5を乗じて得た額とする（第4項に掲げる場合を除く）。 

2 第18条第2項及び第3項の規定は、前項に規定する額の決定について準用する。この場合にお

いて、第18条第2項及び第3項の規定中「保険料率」とあるのは「額」と読み替えるものとす

る。 

3 前2項の規定は、後期高齢者支援金等賦課額の減額について準用する。この場合において、

第1項中「基礎賦課額」とあるのは「後期高齢者支援金等賦課額」と、「第18条又は第18条の

5」とあるのは「第18条の6の6又は第18条の6の10」と、第2項中「第18条」とあるのは、「第

18条の6の6」と読み替えるものとする。 



4 当該年度において、第22条に規定する基準に従い保険料を減額するものとした納付義務者の

世帯に未就学児がある場合における当該未就学児に係る当該年度分の基礎賦課額の被保険者

均等割額は、第18条又は第18条の5の基礎賦課額の被保険者均等割の保険料額から、当該保険

料額に第22条第1項各号に規定する場合に応じてそれぞれ同項各号アに掲げる割合を乗じて

得た額（同条第2項において準用する第18条第2項の規定により端数の切り上げを行った後の

額とする。）を控除して得た額に、それぞれ、10分の5を乗じて得た額とする。 

5 第18条第2項及び第3項の規定は、前項に規定する額の決定について準用する。この場合にお

いて、第18条第2項及び第3項の規定中「保険料率」とあるのは「額」と読み替えるものとす

る。 

6 前2項の規定は、後期高齢者支援金等賦課額の減額について準用する。この場合において、

第4項中「基礎賦課額」とあるのは「後期高齢者支援金等賦課額」と、「第18条又は第18条の

5」とあるのは「第18条の6の6又は第18条の6の10」と、「同条第2項」とあるのは「同条第3

項」と、「第18条第2項」とあるのは「第18条の6の6第2項」と、第5項中「第18条」とあるの

は、「第18条の6の6」と読み替えるものとする。 

 

   附 則 

（施行期日） 

1 この条例は、令和4年1月1日から施行する。ただし、この条例による改正後の第14条の3、第

18条の6の2、第22条の3の規定は、令和4年4月1日から適用する。 

（経過措置） 

2 令和4年1月1日以前に出産した被保険者に係るこの条例による改正後の第8条の規定による

出産育児一時金の額については、なお従前の例による。 

3 この条例による改正後の第22条の3の規定は、令和4年度以後の年度分の保険料について適用

し、令和3年度以前の年度分の保険料については、なお従前の例による。 

 

 



議案第 6号 

 

 

   網走市附属機関条例及び報酬職員給与条例の一部を改正する 

条例制定について 

 

 

 網走市附属機関条例及び報酬職員給与条例の一部を改正する条例を次の

とおり定める。 

 

  令和 3年 12月 7日提出 

 

網走市長 水  谷  洋  一 

 
 
 

網走市附属機関条例及び報酬職員給与条例の一部を改正する条例 
 

 (網走市附属機関条例の一部改正) 

第 1条 網走市附属機関条例(平成 12年条例第 24号)の一部を次のように改正する。 

 別表中網走市退職手当審査会の項の次に次の 1項を加える。 

「 

網走市予防接種健康被害

調査委員会(予防接種法

(昭和23年法律第68号)) 

･予防接種による健康

被害に関する事項に

ついて調査審議 

･網走医師会の推薦する医師 

･北海道知事が推薦する医師 

･網走保健所長 

6人 

以内 

                                         」 

 

(報酬職員給与条例の一部改正) 

第 2条 報酬職員給与条例(昭和 22年条例第 19号)の一部を次のように改正する。 

 別表 8番の項中、「退職手当審査会」の次に「、予防接種健康被害調査委員会」を加える。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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